
水熱液化法と課題

微細藻類と燃料生産

微細藻類の水熱液化後固体残渣の燃焼特性の解明

日本が未来の産油国に⁉ 藻から燃料を作ろう
応用化学専攻 博士前期課程1年 矢崎茉奈（伏見研究室) 千葉県立千葉東高等学校出身

固体残渣の有効利用に向けて: 直接燃焼
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日本でも
生産可能！

エネルギー
（熱・電気）

大規模化に向けて水熱液化後の固体残渣の有効利用方法が必要

脂質 燃料に転化

固体残渣 ×

培養工程で
リサイクル

有効利用法が
確立していない

藻類

水溶性成分

ガス

10 MPa, 280–300 ℃

亜臨界水中で熱分解

特長

乾燥, 溶媒分離が不要

→エネルギー効率が高い

水熱液化 〇

(脂質を取った後の残りカス)

特長
① 脂質を多く含む
② 成長速度が速い
③ 食糧と競合しない

微細藻類が新しい燃料源として注目

転化

燃焼特性の解明：固体残渣はどのように燃えるの？

燃える速さを数式化

質量と成分の変化を分析

燃焼速度

固体の変化

発生するガスを分析

燃焼ガス

細孔の大きさや量を分析

固体表面の状態

直接燃焼
・最もシンプルな

エネルギー利用法

・成熟した技術

http://www.landcareresearch.co.nz/resources/identification/algae/identification-guide/interpretation/indicator-taxa/poor-streams/fistulifera
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